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リーズ国民健康保険⑤シ

しっかり禁煙さいごにクスリ

市の

健康づくり

先月号まで4;回にわたりシリーズで国民健康保険事業を掲

載し、深刻な財源不足、国民健康保険税の滞納対策、税の算

定法などお知らせしました。今月号では、市民の健康増進と

医療費の抑制を目指して市が取り組んでいる健康づくり事業、

市民の保健・医療の統計資料等を掲載しますので、 この機会

に、ご自分の体をもう一度見つめなおしていただきたいと思

います。みなさまが少しでも健康を意識した生活を送られて、

いつまでも元気に過ごせるように願っております。

諺 :＝

主な健康づくり事業(妻施期日対象者負担金などがそれぞれ量なります' ’表'）‘健康づくり課
◎基本健康診査･ ･身体計測、血圧測定、血液・尿・眼底・心電図検査等

ゞ＝君24－2121 “
◎健康教室(無料)…基本健康診査後、体のしくみ、食事量、運動などを学ぶ教室 、篝 ≦≦

◎基本健康診査･ ･身体計測、血圧測定、血液・尿・眼底・心電図検査等

◎健康教室(無料)…基本健康診査後、体のしくみ、食事量、運動などを学ぶ教室

◎各種集団検診…がん(冑･大腸子宮･乳) 、胸部CT、骨粗しよう症、歯周病等

◎健康相談(無料)…健康・食事・歯・育児についての相談に応じます｡月2回開催
ー

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
、

介
護
予
防
の
推
進
、
健
康
寿
命
〈
認

知
症
や
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
で

生
活
で
き
る
期
間
）
の
延
伸
を
め

ざ
し
て
、
各
種
の
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
（
表
１
）
。

平
成
一
八
年
度
に
は
、
生
活
習

慣
病
予
防
対
策
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、

「
１
に
運
動
、
２
に
食
事
、
し
っ

か
り
禁
煙
、
さ
い
ご
に
ク
ス
リ
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
特
に

「
栄
養
・
運
動
」
を
生
活
習
慣
病

対
策
の
柱
と
し
て
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

健
康
診
査
や
各
種
健
診
な
ど
の

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
の
健
康
づ
く
り
課

で
行
っ
て
お
り
、
実
施
時
期
に
合

わ
せ
て
チ
ラ
シ
や
回
覧
等
で
お
知

ら
せ
す
る
ほ
か
、
対
象
と
な
る
人

に
は
別
途
通
知
を
し
て
い
ま
す
．

詳
し
い
こ
と
は
健
康
づ
く
り
課
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
人
の
三
大
死
因
と
い
わ
れ

る
が
ん
悪
性
新
生
物
）
、
心
筋
梗

「
栄
養
・
運
動
」
を
柱
に

事
■
口
業
？
Ｊ
展
Ｆ
＄
開

’

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
循

環
器
疾
患
は
動
脈
硬
化
が
要
因
で

起
こ
る
病
気
で
す
が
、
最
近
、
動

脈
硬
化
の
危
険
因
子
と
し
て
注
目

さ
れ
る
状
態
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
肥
満

が
ん
の
部
位
別
割
合
で
は
、
男

女
と
も
に
肺
が
ん
、
冑
が
ん
、
大

腸
が
ん
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す

〈
表
３
）
・
女
性
で
は
特
に
乳
が
ん

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
全
国
で
も

第
４
位
と
高
い
数
値
で
す
。

が
ん
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
大
切
で
す
が
、
自
覚
症
状
の
な

い
う
ち
に
早
期
発
見
で
き
る
の
は

検
診
で
す
。
年
に
一
度
は
検
診
を
受

け
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

塞
な
ど
の
心
疾
患
、
脳
梗
塞
・
脳

出
血
な
ど
の
脳
血
管
疾
患
な
ど
の

生
活
習
慣
病
に
よ
る
死
亡
者
は
、

全
国
で
は
全
死
者
の
五
八
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
高
萩
市
に
お
い
て
は
六
三
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
と
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
ま
す
〈
表
２
）
．

３
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唯
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棒
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辱
罐
蒔
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２
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静
郭
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(2)がんの部位別死亡割合の順位（平成15年度） (表3） 高萩市の死亡状況の特徴

'1 )死因別順位（平成15年度） （表2）
第3付
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巾 肺 (20.3%） (18.6%) 大腸(1.9%)

灘鍵男性 高萩市 （計63.3％） 令国(計58.6％）
全国 肺 （21.3%）

冑･大腸･結腸

(いずれも18.2%）

肝 (11. 1%)冑 （19. 3%）

乳房(15.9%）

膵， （18.2%）

悪性新生物第1位 32.9％ 30. 5%

蕊
肺 (11.4%)

巾
第2位 心疾患 18.3% 15. 1%

第3位 脳血管疾患全|王’ 結腸(10.7%)(16．6%) 肺 (1L7%) 12. 1%
E日

月 13.0％
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（
特
に
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）
の
人
が
、

高
脂
血
症
や
高
血
圧
、
高
血
糖
の
い

ず
れ
か
二
つ
以
上
を
合
わ
せ
持
っ
た

状
態
で
す
。
危
険
因
子
を
持
た
な
い

人
に
比
べ
心
臓
病
の
危
険
度
が
約
三

六
倍
と
急
激
に
上
昇
す
る
こ
と
が
特

徴
で
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
の
取
り
過
ぎ

や
運
動
不
足
な
ど
、
悪
い
生
活
習
慣

か
ら
起
こ
る
も
の
で
す
。

早
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
な

い
た
め
、
静
か
に
進
行
し
て
い
き
ま

す
が
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と

動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、
心
臓
病

や
脳
卒
中
な
ど
の
命
に
か
か
わ
る
病

気
へ
と
つ
な
が
る
の
で
す
。

7に運動、2に食事

認
識
蕊

◆メタボリックシンドロームの基準◆

最近の研究結果によるもので、肥満の人［腹囲(へ

そ周り）が男性85cm｡女性90cm以~上］が、下記の①～

③のうち、 2項目以上該当する場合に当てはまります。

個々の異常が軽度でも、症状が重なることで危険度が

何倍にも高まります。

①中性脂肪: 150mg/dl以上、または

HDLコレステロール40mg/d1未満

②血圧：最大（収縮期）血圧130mmHg以上

または最小（拡張期）血圧8511NHg以上

③血糖(空腹時) : 1101ng/dl以上 ： ＃

一
宮
冒
函
ｒ
“
何
軒
“
い
》
》
恥
も
１
３
．
§
、
。
｝
当
》
鍛
一
萄
評

髄

ｰ

死
鄙
尉
耐
蓉
輝
純
帥
師
塞
剛
一

平
均
と
比
較
し
た
統
計
資
料
で
す
．

高
萩
市
民
の
最
近
五
年
間
の
平

均
値
を
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

信
頼
で
き
る
数
値
と
し
て
、
健
康

づ
く
り
事
業
を
計
画
す
る
場
合
な

ど
の
大
切
な
資
料
に
し
て
い
ま
す
。

市
の
特
徴
は
、
ほ
と
ん
ど
の
疾

病
で
全
国
値
と
ほ
ぼ
同
率
か
上
回

る
値
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

特
に
女
性
の
糖
尿
病
が
二
倍
近
い

こ
と
、
ま
た
、
男
女
を
通
し
て
高

血
圧
や
動
脈
硬
化
、
高
脂
血
な
ど

が
原
因
で
発
症
す
る
出
血
性
の
疾

病
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ク
モ
膜
下
出
血
は
脳
の
表
面
の

血
管
が
、
脳
内
出
血
は
内
部
の
血

管
が
出
血
す
る
も
の
で
す
し
、
血

管
が
ふ
さ
が
る
こ
と
で
脳
梗
塞
や

急
性
心
筋
梗
塞
が
発
症
し
ま
す
．

ま
た
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
は
、

運
動
不
足
と
高
カ
ロ
リ
ー
食
な
ど

が
主
な
発
症
要
因
で
す
．

市
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン 同01－一

ド
ロ
ー
ム
の
対
策
を
も
と
に
し
て
、

こ
れ
ら
の
危
険
因
子
を
下
げ
る
こ

と
を
目
標
に
、
前
述
し
た
施
策
、

対
策
を
組
み
込
ん
だ
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

市
口
民
の

疾
〆
病
一
の
特
徴

全
国
を
１
と
し
た
場
合
の
高
萩
市
の
死
亡
率
を
表
し
て
い
ま
す
。
（
高
齢
化
率

な
ど
人
口
構
成
の
影
響
は
除
外
。
資
料
卵
茨
城
県
健
康
プ
ラ
ザ
）

高
萩
市
の
標
準
化
死
亡
比
（
一
九
九
九
～
二
○
○
三
年
）

高萩市標準化死亡比（1999～2003)女性◆
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
決
め
手

Ｔ
）
定
期
的
に
基
本
健
康
診
査
を
受
け
、
自
分
自
身
の
健
康
状
態
を
知
り
、

そ
の
結
果
を
生
活
習
慣
の
改
善
に
活
か
す
。

〈
２
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
習
慣
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
へ
の

改
善
を
心
が
け
る
。
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内
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く
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下
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血
管
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急
性
心
筋
梗
塞

心
疾
患

（
高
血
圧
性
を
除
く
）

糖
尿
病

乳
房
の
悪
性
新
生
物

気
管
、
気
管
支
及
び

肺
の
悪
性
新
生
物

肝
及
び
肝
内
胆
管
の

悪
性
新
生
物

結
腸
及
び
直
腸
の

悪
性
新
生
物

胄
の
悪
性
新
生
物

子
宮
の
悪
性
新
生
物

悪
性
新
生
物

全
死
因

高萩市標準化死亡比（1999～2003)男性
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支
及
び

肺
の
悪
性
新
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物

肝
及
び
肝
内
胆
管
の

悪
性
新
生
物

結
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及
び
直
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の

悪
性
新
生
物

胄
の
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性
新
生
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議

銘

ワ
Ｊ

「地域の子どもは、地域で守り育てる｣。 これが

子ども会活動の目的です。 しかし、近年、子ども

たち同士で遊ぶ姿が見られなくなり、また子ども

たちが被害者となるような事件や事故が相次いで

発生している中にあって、子ども会への加入率は

年々低下する傾向にあります。

厳しい状況にある子ども会の現状を紹介します。

生涯学習課冠23-1132

逗

識
認
蕊

ヴ

、=

蕊鷲

蕊
鱸

嚥
毎
密
額
剰
塞
隷
画
嘩
爵
ｒ
《 蒜置蕊地

域
ぐ
る
み
の
活
動
に
取
り
組
む

子
ど
も
会
活
動
の
目
的
は
、
子
ど
も

た
ち
が
異
年
齢
の
子
ど
も
や
異
世
代
の

地
域
の
人
々
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
自
主
性
や

創
造
性
、
社
会
性
を
身
に
付
け
て
い
く

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

を
支
え
る
た
め
に
、
保
護
者
を
は
じ
め

地
域
の
大
人
の
皆
さ
ん
が
育
成
会
を
組

織
し
て
運
営
に
あ
た
り
、
ま
た
、
高
校

生
会
の
皆
さ
ん
も
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
積
極
的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
活
動
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
中

で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な

特
徴
が
あ
り
ま
す
．

本
市
で
は
、
単
位
子
ど
も
会
で
の
活

動
の
ほ
か
、
単
位
育
成
会
で
組
織
す
る

高
萩
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
が
全
市

勝 班驚
シ
鳶'

灘羅蕊 奇、…

代
の
戦
後
の
混
乱
期
に
、
不
安

の
中
で
暮
ら
し
、
将
来
に
夢
が

持
て
ず
に
い
る
子
ど
も
た
ち
を

地
域
の
大
人
た
ち
が
温
か
く
見

守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
活
動
が

原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
の
子
ど
も
会
活
動
は
、

昭
和
二
五
年
の
高
萩
町
子
ど
も

会
連
盟
の
結
成
が
始
ま
り
で
す
。

そ
の
後
、
昭
和
二
九
年
の
市
制

施
行
を
経
て
昭
和
三
○
年
に
は

子
ど
も
会
指
導
者
連
絡
協
議
会

を
結
成
、
昭
和
四
三
年
に
は
高

萩
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
と

名
称
を
変
更
し
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

戦
後
結
成
さ
れ
た
子
ど
も
会

子
ど
も
会
は
、
昭
和
二
○
年

‐ノ

は
そ
れ
ぞ
れ
約
三
分
の
一
ほ

ど
に
減
少
し
、
加
入
率
で
は

九
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら

六
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま

で
落
ち
込
み
ま
し
た
。

子
ど
も
会
に
入
ら
な
い
理

由
は
、
子
ど
も
自
身
が
興
味

を
示
さ
な
い
場
合
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
特
に
低
学
年

子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
は
、

護
者
の
理
解
不
足
が
あ
る
よ

に
思
わ
れ
ま
す
．
子
ど
も
会

動
は
、
保
護
者
で
あ
る
大
人

的
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．
そ

の
主
な
も
の
は
、
子
ど
も
会
の
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
」
と
秋
田
県
仙
北
市
｛
旧
角
館
町
一

を
訪
問
す
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
柵
」
が
夏
休
み
に
、
ま
た
、
冬
季

に
は
子
ど
も
会
の
対
抗
に
よ
る
「
子
ど

も
会
駅
伝
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
平
成
元
年
に
始
ま
っ
た
「
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
棚
」
は
、
他
県

を
訪
れ
る
こ
と
に
よ
る
未
知
の
体
験
へ

の
期
待
感
が
大
き
く
、
特
徴
あ
る
事
業

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
．

加
入
率
が
減
少

近
年
、
本
市
で
は
下
表
に
示
す
よ
う

に
子
ど
も
会
に
加
入
す
る
子
ど
も
の
数

が
年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
．

こ
の
原
因
は
、
子
ど
も
の
数
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
り
ま

す
が
、
問
題
は
加
入
率
に
あ
り
ま
す
．

単
位
子
ど
も
会
の
最
も
数
が
多
か
っ
た

昭
和
六
一
年
度
と
平
成
一
八
年
度
を
比

較
す
る
と
、
単
位
団
体
数
と
加
入
者
数

の活う保の

ー

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

楽
し
く
魅
力
あ
る

行
事
に
取
り
組
ん
で
み

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
何
と
い
っ

て
も
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
会

の
組
織
率
の
低
下
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
弱
さ
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み

近
年
は
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
と
な

る
よ
う
な
事
件
や
事
故
が
相
次
い
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
こ

そ
地
域
が
一
つ
に
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

を
温
か
く
見
守
る
環
境
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
は
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
た

ち
の
健
全
な
育
成
を
目
指
し
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ら
の

活
動
に
加
え
て
、
子
ど
も
た
ち
を
通
し

て
保
護
者
や
大
人
が
連
携
し
、
安
心
で

安
全
な
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て

の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
、
子
ど
も
会
は
厳
し
い

環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
．

’
高萩市子ども会育成連合会

会長板橋良伸さん(東本町）

まもなく三休みを迎え、単位子ども

会をはじめ本会では、楽しい行事を計

画しています。この活動を全面的|こ支

えているのは、育成会や役員・関係者

など多くの大人の皆さんです。それぞ

れに!|'亡しい中ではありますが、地域の

子どもたちのためにご協力をいただき

心から感謝しています。

子ども会の加入率が低く、厳しい状

況にありますが、引き続き子どもたち

にとって楽しく魅力ある行事に取り組

んでいきたいと思っていますので、皆

さんのご協力をお願いします。

[表］ 年度別の子ども会組織状況

昭和61年度

146

3, 078人

95． 8％

平成11年度

96

2, 003人

88． 3％

平成13年度平成15年度平成18年度

83 72 53

1, 746人 1, 508人 1, 206人

86 5％ 79． 7％ 67． 7％

単位団体数

加入者数

加入率

』
■ﾛ



ける太陽、今年も一番暑い季節に街中

まつり」が開かれます。祭りになると

かしい顔、沿道の屋台、うちわを手に
みこし

て神輿が登場すれば最高潮です。流し

装や踊りが夜の通りを彩るか、今年も

商工観光課窓23-7316

カーンと照りつ

を熱くする「高萩

駆けつけてくる懐

した浴衣姿、そし

踊りではどんな衣

楽しみです。

第36回

来た来た夏･･･!高萩まつり

〆 、

7月29日(生淀J ■
午後3時30分 まつりパレード開始(市役所出発）

4時10分 高萩中・秋山中の合同吹奏楽の演奏

［駅前］

5時 大和太鼓競演[常銀前]、 日立風流太鼓、
みこしとぎょ

神輿渡御 ［本町通り］

6時 松原音頭[常銀前の交差点］

7時 流し踊り(正調部門） ［本町通り］

8時 流し踊り｜自由部門） ［本町通り］

8時40分 流し踊りコンテスト審査発表

ー

L ノ

－交通規制にご協力ください｡－

隙蔦蕊調の部分29日(土）午後3時30分～4時30分

厩誘引とEニニヨの部分

29日(土）午後3時30分～9時30分

E==ヨの部分30日（日）午後3時～8時30分

は進入禁止

7月30日旧迩J■
午後3時 お祭り広場開始［駅前本部前］

少林寺拳法、 YOSAKO| [駅前本部前］
だし みこしとぎょ

5時 山車響宴・神輿渡御

8時 お祭り広場終了 ー

◎實鰄鯛＝認蓼。
7月17日(月)～8月15日（火）

ト旗がない･ ･ ･快適に泳げます

ト黄色い旗…注意して泳いでください

怪赤色の旗･ ･ ･高波注意、泳いではいけません

灘灘蕊蕊蕊■r■東本町まつり広場 蕊議議

7月30日（日）午後6時～9時

ハーモニーパーク

カラオケ大会、イベント、夜店各種

池田猛さん冠22－2386

○と き

○会場

○内容

●間合先地
域
の
ま
つ
り

■第31回大和町ふるさとまつり筐一手侭し＝'鵬獅鯵雪幽聡
7月17日(月:海の日)午前9時30分開会
高萩海水浴場北側特設コート

●間合先村上純将さん冠090-4612-7941

7月30日（日）午後5時30分～8時

大和町児童公園

歌謡ショー､大和太鼓競演､お楽しみ抽選会等

丹野正範さん公22-3405

○と き

○会場

○内容

●問合先

蕊,議譲蕊議■第13回高浜町祭広場

7月30日（日）午後6時～9時

高浜市営住宅西側広場

ケーム・じやんけん大会､お楽しみ抽選会等
やすはる

中村泰治さん冠22－2694

○と き

○会場

○内容

●問合先

5
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０

凸毎二一はﾆｰ

■■■

I （水）

が行

6月21日

高萩海水浴場で夏前の恒例行事「砂の造形」が行

われました。東小学校と君田小学校の児童がクラス

ごとに分かれて、 「シャチ」や「カメ」 「サッカー日

本代表ユニフォーム」など、思い思いの造形物を作

りました。

ー

識
錘室

毎
酎

6月6日(火）

環境週間に合わせ、高萩ウォーキングクラブの会員77人

が参加し、小山ダムを周回する行程8キロメートルの道路

沿いでごみを拾いました。会員のみなさんは新緑の風景を

楽しむとともに、投げ捨てられたごみの回収を行いました。蕊
鷲

蕊蕊 農

皐 月 展 6月6日(火)～8日（木）

A茨城ひたち敷地内で日本旱月協会高萩支部がJA茨城ひたち敷地内で

開催した旱月展には、作品42点が展示されました。

皐月は700系統3000種あるといわれ、全国で楽しま

れています。同支部の沼田敏雄さん（安良川）が日

本皐月協会長賞を受賞しました。
鉢植えのこんにゃく蚕が開花 (金)

して

6月2日

この花は、横田一司さん（赤浜）宅ですりおろして

食べようとしたこんにやく玉のうち2つが芽を出した

ため、鉢植えにしたものです。 「芽を出したものは味

が落ちるので、 どうせならと観賞用に植えたものです」

と、横田さん。

･市政案内(日曜当番医など)テレフォンサービス

盃23－1 151，23－1 152

火災・災害情報窓24-0019
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鍵鍵○きちの情報をお寄せください

し市役所秘書室広報広聴係 i篭鴬
＝可胃

舷何M澗合

生活習鮠定議せるｺﾐｭ
燭偽Npn 上』■呵舘呪今,ﾛ凸勾凸

； 旬

へ

虞

鍾

一

Ｐ

Ｌ

ｉ

窪

一

E23-7320 FAX24-4653

電子メールinfo@city･takahagi.l9.jp

魚二 －畳＠さ室ｱｰ訂

鰯
〆
稲
纏
壗
鐸
鐸
》

ﾛ

鐙
隆
』

１
１

…や

坪

璽燕
町

侭

識 謹謹

|教 育 講演 会 ;&6月’日（木）
日本におけるコーチングの第一人者である本間正

人さんを講師に迎え「生活習慣を定着させるコミュ

ニケーション」 と題した講演会が総合福祉センター

で行われました。参加者の皆さんからは、 「楽しかっ

た」 「また講演会を開いてほしい」など、多くの賛

辞が寄せられました。

合
＝

グラウンドゴルフ教室し 6月4日(日)

市民24名が高萩小学校で行われたこの教室には、市民24名が

参加。グラウンドゴルフはパターに似たクラブでボー

ルを打ち、ホールポストに停止するまでの打数で競

うスポーツです。参加者からは1打ごとに歓声が起

こり、楽しくラウンドする姿が見られました。

識
ー

カメハメハ学園交流事業事業園’ 6月3日(土)～7日‘(水）
楽しく遊ぼうみんなの広場’場ん 5月28日(日）

アメリカ合衆国ハワイ州のカメハメハ学園の生徒

21名が、ホームステイなどをして市民と交流を深め

ました。 5日には市内の4中学校や高萩高等学校を

訪問し、 田植えや書道、団子作りなどを体験しまし

た。 ※写真は君田中学校でのお好み焼作り

高萩駅東のハーモニーパークで行われたこの催し

は、山田成さん(下手綱)が、市内のまちづくり団体

などに呼びかけ、 “遊びを通し異世代交流，，を目指

した企画。あいにくの雨模様でしたが、訪れた子供

たちは、大人と一緒にベーゴマなどを楽しみました。

-Y 》ソヨ 珂一去塑,ﾂ珂 >ツ 》夛丁罪』サ』ｼ1？ 塑切対 〕~』 ぅズー＞｣〕（》｡〕両 9ゴ〕-可〕 1 》、 ＞ 1j丸 〕刃,》六 )J 〕､〕 型 >九>-1 サズ チュサ対 >ツ ÷易一〕五Aサスサ弓上ｶﾊ >1 》ズーテゴョ〕､〕 型 >ﾊ>ｿ ｻズ 腓:Jっ司 ）可 ÷易一〕-筥』-シス元』~j九 >ユ Fｲﾃゴ÷

ー

弐 う ユぅ星､÷皿令登伊当ｽ初 幸L>郭 >ﾕｰ>星培う再』令列 釦劃もﾗｲ施与司一麩Lｼ可ｰﾝ 当 j才〉執ぅｦ､ 〕ソ鎧 〕万 >･ﾕ､> 可 〕望､ 〉罰〕鎧｡ 〕九》ﾕ 》（>乳ぅ司> ツ か〕 J-か鍔>-J

○赤ちゃん教室(申込み不要参加費無料）

7ケ月未満児対象7月6日(木)・8月3日(木)10:00

8～12ケ月児対象7月20B(木)10:00~壼雪封爵て渋

蕊つどいの広場ｶﾚﾝダｰつどいの広場からのお知らせ
7月から第1 ．3日膣日に「つどいの広場」を開設しています。
それ以外の土・日朧日の利用はできません。

開設日時月曜日～金曜日午前9時～12時、午後1時～4時まで

第1 ． 3日曜日午前10時～12時、午後1時～4時まで

●白抜きの日は午後1時～4時まで(午前は教室開催です
"|9丞之上宝画|露場所総合福祉ｾﾝﾀ 2階つどいの広場
未就学児と保護者ならどなたでも参加できます‐

○レインボーお話会

日時7月12日（水） 14:30～

○子育て講座II(3回シリーズ）

講師：同仁会家庭支援センター相談員芳賀先生

日時 7月13日（木) 10:30~

○おとうさんとあそぼう1

日時 7月16日（日）、 8月6日（日）

○はみがき教室

講師：歯科衛生士

日時 7月25日(火)10;00~

持ち物歯ブラシとコップ

蕊鍵鍵 謹篭蕊織り ;蕊 a凋篭響議蕊

■問合せ社会福祉課こども福祉係各23－7030

7

日 月 火 水 木 金 土
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｜
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の
衣
類
を
た
た
ん
で
整
理
す
る
作
業
や
、
不
用
に
な
っ
た
布
を
裁
断

し
て
体
を
拭
く
た
め
の
布
を
準
備
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
毎
週
金
曜

日
を
中
心
に
活
動
し
て
お
り
、
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
二
人
で
、
佐

藤
さ
ん
は
平
成
一
五
年
か
ら
グ
ル
ー
プ
の
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

定
年
退
職
後
、
何
ら
か
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
会
に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
見
聞
き
し
た
中
で
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
参
加
し
た
と
い

う
佐
藤
さ
ん
。
「
週
に
一
度
の
活
動
は
、
せ
か
さ
れ
る
こ
と
も
な
く

自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
で
き
ま
す
。
時
間
も
手
間
も
か
か
り
ま
す
が
、

職
員
の
方
々
や
仲
間
と
仕
事
を
一
区
切
り
つ
け
た
と
き
は
充
実
感
が

あ
り
ま
す
。
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
は
、
朝
の
出
迎
え
や
帰

り
の
見
送
り
で
こ
と
ば
を
交
わ
し
て

い
ま
す
が
、
と
て
も
か
わ
い
く
て
、

自
分
た
ち
の
ほ
う
が
元
気
を
も
ら
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
取
材
し
た
日
に
は
、
こ
の

活
動
の
発
足
当
時
か
ら
二
○
年
以
上

活
動
し
て
い
る
大
友
み
ど
り
さ
ん
（
下

手
梱
や
施
設
職
員
と
談
笑
し
な
が
ら

も
、
そ
の
手
は
休
み
な
く
作
業
を
続

け
て
い
ま
し
た
。

姿
顔
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

瀞＃

佐
藤
二
三
子
さ
ん
（
ひ
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ
）

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
高
萩
入
浴
サ
ー
ビ

ス
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
、
昭
和
五
九
年
か

ら
入
浴
の
補
助
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
一
四
年
か
ら
は
現
在
の
名
称
に
グ
ル
ー

プ
名
を
変
更
し
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設

「
水
方
苑
」
で
、
入
所
し
て
い
る
み
な
さ
ん

価＝コース泊一』

こ
の
教
室
は
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で

の
子
と
そ
の
親
を
対
象
に
、
運
動
を

通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

こ
と
と
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
二
四
組
四
八
名
が
参

加
し
、
親
子
が
協
力
し
て
リ
ズ
ム
体

操
や
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
ま
し
た
。

親子健康体操教室
淵

１

１

１

協

醗

峨

蝿

鼎
ｆ
出

盤
皿
胴
隙
隔
齢
州
稗

鱗
畷
隅
．
｛

恥
恥
撒
ｒ
脾
朧
癖
隅
隅
蝿
懸

．
尊
‘

静
ｗ
６
ｊ
ｊ
ｒ6月19日（月）～23日（金）

／

蟻‘
蝿

一

J篭 蕊
』

ｊ
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
附

崩
阿
吠
属
聖
児
幼
稚
園
高
萩
園
の
園

訪
旧
児
一
八
名
が
．
働
い
て
い
る

一
と
即
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

所
５
よ
う
と
、
市
役
所
を
訪
れ

拠
煙
「
お
し
ご
と
ご
く
ろ
う
さ
ま

市
で
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
」

３糸
″
と
言
葉
を
添
え
て
花
束
を
贈

児
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
他
に

国
困
消
防
署
、
郵
便
局
、
市
内
の

稚
病
院
な
ど
も
訪
問
し
ま
し
た
。

幼
ｊ水Ｉ日１３月５ン一ペンヤキプツア衣

下
高
萩
譽
察
署
、
高
萩
交
通
安

田
岨
全
協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
主

憎
催
の
交
通
安
全
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

ー
リ
体
験
が
、
サ
ン
ュ
ー
手
綱
店
駐

叩
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
．
こ
の

’
ｒ
日
は
市
民
三
五
人
が
参
加
し
、

一
衝
突
の
シ
ョ
ッ
ク
を
体
験
し
ま

、
ン
し
た
．

ー

蕊篝蕊蕊亀鍾 蕊鍾蕊 鍵譲識蕊簿蕊識 認讓
薯撰 曹

蕊驚蕊蕊
議藻錘

蕊灘謬

蕊

Ⅵ

等
酔
宰
糊
踊
蛎
祁
蔀
零
料
鰯
耗
踊
叫

1

1

I

蕊
蝿蕊
溌蕊鐵§蕊

蕊

１
１

函

蕊
ましよう

雰燕宅濤Ｆ癖 割も

8



一
布
投
随
禅

一
縁
の
下
の
力
持
ち
に
感
謝

先
日
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
消
防
活
動
の
救
助

技
術
を
競
う
県
大
会
に
出
場
す
る
署
員
を
激
励
す
る

た
め
、
高
萩
消
防
署
に
出
向
い
た
．

「
日
頃
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
た
後
、
種
目
毎
の
競
技
を
実
際
に
そ
の
場

一
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た
．
ロ
ー
プ
を
結
ぶ
と
き
の
速

一
さ
と
正
確
さ
、
屋
上
で
ロ
ー
プ
を
伝
っ
て
移
動
す
る

一
と
き
の
ス
ピ
ー
ド
、
そ
し
て
救
助
に
至
る
ま
で
に
要

浄
１
７
３
２
９
軋
叫
…
ｑ
Ｋ
９
３
９
Ｎ
ｙ
Ｑ
内
句
虻
司
１
判
凡
旬
叩
軋
ｑ
Ｋ
，
乳
日
Ｋ
ｑ
Ｉ
ｑ
Ｋ
９
ｑ
９
Ｋ
制
Ｊ
１
４
Ｋ
剴
７
℃
４
Ｋ
ｙ
号
墹
ｑ
Ｋ
、
牙
負
ｑ
Ｋ
ｑ
叩
も
１
Ｋ
句
３
４
日
ｊ
“
孔
９
９
叩
ｉ
Ｋ
ｑ
Ｊ
屯
ｑ
Ｈ
９
刊
叫
軋
９
４
，
唾
且
＃
。
門
ｑ
‐

本棚を作成
6月2日(金）

中央公民館ボランティ

アグループが、書籍の

収納困難を解消するた

めに、 図書館の本棚を

作成しました。今回は、

児菫コーナーの本棚2

個と文庫棚2個の計4

個を作りました。 この

活動は今年で3年目に

なります。

！語
荻
褒
章
聞
き
入
鋼
'‘,ザ、

全労済親子映画会

ドラえもんのび太の羅竜2006

鋳: ｱ月2,日(土） 罫
午後1時00分開場 雛
午後1時30分上映開始〆 ？

＃

も
の
ば
か
り
だ
．

映
画
や
テ
レ
ビ
で
俳
優
が
演
じ
る
動
き
と
は
雲
泥
一

の
差
だ
。
何
よ
り
緊
迫
感
と
迫
力
が
全
然
違
う
。
聞

け
ば
、
休
日
を
返
上
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
る
そ
う

だ
。
随
所
に
そ
の
成
果
が
現
れ
て
い
た
．
こ
の
よ
う
一

な
活
動
の
実
態
は
、
私
た
ち
市
民
に
は
見
え
に
く
い
《

部
分
で
も
あ
る
。

消
防
署
員
の
方
々
が
二
四
時
間
三
六
五
日
体
制
の
一

も
と
一
日
も
休
む
こ
と
な
く
、
日
夜
消
防
活
動
や
訓
》

練
に
務
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
安
心

し
て
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
．
こ
の
こ
と
を
肌
で

直
に
感
じ
、
胸
が
熱
く
な
っ
た
．
縁
の
下
の
力
持
ち
一

で
あ
る
消
防
署
員
全
て
に
敬
意
と
謝
意
を
表
し
て
健
症

康
を
案
じ
た
い
．

川
目
Ｋ
ｑ
９
Ｈ
恥
辱
同
創
り
乳
坤
Ｈ
⑪
叩
乳
ｑ
Ｈ
句
暫
殉
国
Ｈ
句
叩
舎
師
団
Ｋ
Ｈ
切
禽
ｑ
Ｋ
ｑ
￥
Ｒ
４
㎡
割
７
１
回
風
ｑ
：
『
ｑ
Ｎ
４
叩
乳
９
Ｎ
向
き
丸
９
Ｒ
ｑ
Ｙ
別
。
Ｘ
月
Ｊ
乳
４
Ｋ
割
Ｊ
Ⅲ
叫
側
時
７
１
号
Ｈ
９
蝿
ｑ
Ｈ
ｄ
可
軋
ｑ
Ｋ
、
ｑ
ｙ
髄
‐
ｑ
Ｋ
目
４
４
㎡
剖
印
凸
咄
ｑ
Ｘ
ｙ
§
ｑ
Ｋ
ｑ
即
も
‐
Ｋ
月
山
野

日

ー

会場：高萩市文化会館

収容数：約1 , 000人

入場料：無料

蝉

※映画上映後、お楽しみ抽選

会があります

織
禽
鯵
奪
鱗
奄
珍
事
畿
蝿
蒲
箪
畿
亀
箪
簿
淡
慰
診
奪
織
蕊
診
箪
織
蝋
診
叡
鱗
亀
診
ず
参
亀
診
ず
鳥
篭
診
簿
繰
亀
診
奪
鱗
蕊
羅
奪
織
鑓
瀞
噸
褒
亀
診
箪
録
蕊
珍
響
鰐
迩
謬
噂
舞
亀
、
蕊
鱗
愈
診
謬
織
穐
診
零
織
蝿
静
電
蕊
蕊
診
瀞
織
懲
診
寧
少
亀
診
ず
少
、
診
ず
農
愈
診
箪
鱗
蝿
瀞
奪
織
鑓
瀞
噸
織
亀
鯵
噸
鱗
亀
診
奪
鱗
亀
診
噂
織
金
診
奪
鱗
愈
診
ず
鱗
愈
珍
事
鱗
亀
診
噸
織
亀
診
噸
鍵
懲
聯
寧
鱗
愈
診
零
鱗
炎
珍
簿
少
篭
、
ぐ
多
懲
診
奪
傘
亀
診
畷

司
●は休館日図書館カレンダーI子供映画会］ 7月8日(土） 14 ：30～

「走れメロス」 「にんたま乱太郎はむこ参る」

[おりがみ教室l 7月15B(土) 14: 30~

「アンパンマン」 「ぱいきんまん」

Iおはなし会］ 7月22日(土) 14 :30~

絵本 だいすきとうさん

紙芝居アンパンマンとそっくりばん

ﾈﾙｼｱﾀｰ七夕

図
書
館
だ
よ
り

､

‐

Ⅱ
！
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｈ

図書の検索は図書館ホームページでE＞

アドレスhttp://www. jsdi ｡or. jp/~taka-1 ib/
第52回青少年読書感想文全国コンクール

《小学校低学年の部》
．どんなかんじかなあ~ ":自由国民社

､ビーズのてんとうむし 童心社

･とくくつないちにち 講談社

､あかちやんてね 小学館

《小学校中学年の部》

.わたしたちの帽子 フレーベル館

･ダニエルのふしぎな絵 ほるぷ出版

Ⅳ‘ ｡w" L 文研出版 ル・ロボママ

．イシガメの里 小峰書店

《小学校高学年の部》

･紅玉 ；新日本出版社

狂
泌
１
７
１
７
４

（
開
館
時
間
）

９
時
訓
分
～
Ⅳ
時
別
分

・うそつき大ちやん ポプラ社‘

．こんにちは、アグネス先生 あかね書房

・ライト兄弟はなぜ飛べたのか さ･え･ら書房

《中学校の部》

･空色の地図 金の星社

･少年は戦場へ旅立った あすなる書房

･走れ！やすほにっぼん縦断地雷教室
, ＃ , . 国土社

《高等学校の部》 ＊ ？

･その日のまえに 文藝春秋

・オリーブの海 白水社

・オシムの言葉 集英社ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

9

日月火水木金土
1

職
7 2
“ 9

月}！
”識30

○
○
莎
撫
円
伺
や

日月火水木金土

1 2345

８
冊
盟
四

⑦
⑭
⑳
⑳

６
旧
別
刀

《
《
》
需
驚
標
識
傘
埜
鋭
《
深
＃
》
軸
溌

91011 12

16171819

2324⑮26
3031



平
成
旧
年
４
月
採
用
の
消
防
職

員
を
募
集
し
葦
す
。
▼
職
種
消

防
吏
員
（
消
防
士
）
。
▼
採
用
予
定

人
員
４
人
。
▼
受
験
資
格
平

成
旧
年
４
月
１
日
現
在
、
旧
歳
以

上
弱
歳
末
満
の
人
で
高
校
卒
業
程

度
以
上
の
学
歴
を
有
し
、
高
萩
市

か
日
立
市
に
居
住
、
も
し
く
は
居

住
で
き
る
人
。
▼
申
込
み
受
験

申
込
書
に
所
要
聿
項
を
記
入
し
、

事
務
局
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
※
受
験
申
込
書
、
募
集
案
内

は
高
萩
市
・
日
立
市
事
務
組
合
、

高
萩
消
防
本
部
、
十
王
消
防
署
に

あ
り
き
す
。

郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
あ

て
名
を
書
き
切
手
を
は
っ
た
返
信

溺
蕊
篭
垂
塞
凝
麗
畿
鍾
醒
憂
霊
璽
週
翌
灘
溌
騨
習
彊
錆
錘
農
繊
職
認
識
龍
壗
駿
霞
繋
識

高
萩
市
・
日
立
市
事

務
組
合
の
消
防
職
員

●

ぼ
し
ゅ
う

▼
期
日
８
月
即
日
（
日
）
。
▼
会

場
市
民
体
育
館
。
▼
対
象
者

市
内
に
居
住
す
る
既
婚
の
女
性
。

▼
チ
ー
ム
編
成
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

別
に
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
、
監

督
と
コ
ー
チ
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を

含
め
旧
人
以
内
で
編
成
。
▼
参
加

料
１
チ
ー
ム
４
，
０
０
０
円
。

▼
申
込
み
市
民
体
育
館
に
備
え

付
け
の
所
定
の
申
込
害
と
参
加
料

を
７
月
仰
日
（
金
）
の
午
後
６
時
訓

分
か
ら
教
育
委
員
会
会
議
室
で
行

わ
れ
る
代
表
者
会
議
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
生
涯
学

習
課
容
四
ｌ
ｌ
ｌ
３
２

霊
亜
藻
蛭
温
選
騒
蕊
雪
髄
濁
鑓
劉
圏
圏
灘
輔
羅
羅
裟
難
蕊
蛭
鰡
撃
聡
醗
溺
繋
瞳
騨
騨
謹

第
調
回
高
萩
市
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
７
月
旧
日
（
火
）
か

ら
８
月
〃
日
（
木
）
ま
で
の
土
・
日

曜
日
を
除
く
午
前
８
時
訓
分
か
ら

午
後
５
時
旧
分
ま
で
。
※
郵
送
の

場
合
は
、
８
月
何
日
（
木
）
必
言
。

▼
試
験
日
及
び
試
験
科
目
９
月

〃
日
（
日
）
［
身
体
測
定
、
教
養
試

験
、
作
文
］
。
９
月
四
日
（
木
）
［
体

力
試
験
］
・
合
格
者
に
は
扣
月
下

旬
に
第
一
次
試
験
（
口
述
試
験
）
が

あ
り
ま
す
。
▼
試
験
会
場
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室
。
▼

問
合
せ
高
萩
市
・
日
立
市
事
務

組
合
容
塑
２
９
１
７

ー

▼
日
時
７
月
加
日
（
木
）
・
弱
日

（
火
）
・
幻
日
（
木
）
．
８
月
１
日

（
火
）
・
３
日
（
木
）
・
８
日
（
火
）
。

午
前
９
時
か
ら
枢
時
ま
で
。
▼
会

■
繭
翻
困
■
■
嵐
避
雷
鷺
懲
階
關
圃
廟
蘭
舗
鞘
憩
頼
職
囑
醗
蚕
灘
函
弼
溺
場
酋
概
■
■

夏
休
み
親
子
ソ
フ
ト
ｌ
Ｚ
ｌ
ス
教
室

▼
日
時
７
月
妬
日
（
火
）
か
ら
７

月
刀
日
（
木
）
、
８
月
１
日
（
火
）
か

ら
４
日
（
金
）
。
午
前
扣
時
か
ら
吃

時
ま
で
。
▼
会
場
松
岡
小
学
校

ブ
ー
ル
。
▼
対
象
幼
稚
園
年
長

か
ら
小
学
６
年
生
の
子
と
親
（
先

舌
加
組
）
。
▼
参
加
料
１
組
１
，

０
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
込
）
▼

申
込
み
７
月
Ⅲ
日
（
火
）
か
ら
加

日
（
木
）
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て

市
民
体
育
館
へ
。
▼
問
合
せ
生

涯
学
習
課
呑
飼
ｌ
ｌ
ｌ
３
２

酎
湧
潮
薗
冨
囲
勘
忍
覇
瑚
謂
溺
調
羅
躍
適
誇
鐡
謝
溌
隣
塵
醗
園
鬮
頚
羅
撹
蕊
謹
懲
醤

親
子
水
泳
教
室

▼
日
時
８
月
５
日
（
土
）
か
ら
６

日
（
日
）
。
午
前
９
時
か
ら
午
後
１

時
。
▼
会
場
高
浜
運
動
広
場
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
。
▼
対
象
初
心
者

の
人
。
▼
申
込
み
７
月
９
日

（
日
）
か
ら
８
月
５
日
（
土
）
ま
で
に

勤
労
冑
少
年
ホ
ー
ム
へ
（
当
日
も

受
付
可
）
。
▼
参
加
料
無
料
。

▼
問
合
せ
高
萩
市
テ
ニ
ス
協
会

小
野
光
一
さ
ん
容
酔
１
２
０
２
１

畢
垂
■
■
■
■
■
■
圃
凹
蘭
菌
闘
蝿
趨
掛
掴
翻
謝
糊
圏
職
鬮
闘
Ｎ
■
■
関
開
園
■
■
■

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

▼
場
所
花
員
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

内
施
設
。
▼
施
設
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
（
｜
面
）
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

画
憩
潟
魅
靭
驚
廟
甚
霜
露
悪
認
蝋
噸
嘆
崩
隠
麗
罵
鼬
圃
厩
暦
寓
母
錘
露
画
砥
凝
覇
■
花
貫
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

施
設
の
無
料
開
放

▼
日
時
７
月
幻
日
（
木
）
午
前
扣

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。
▼
会
場

市
役
所
の
市
民
相
談
室
。
▼
内
容

未
納
保
険
料
の
納
付
・
分
割
納
付

の
相
談
・
免
除
申
請
の
受
付
・
年

金
相
談
（
加
入
期
間
、
年
金
額
な
ど
）
。

▼
持
参
い
た
だ
く
物
年
金
手
帳

又
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
、
納

付
案
内
書
、
印
鑑
。
▼
問
合
せ

茨
城
社
会
保
険
事
務
局
日
立
事
務

所
毎
０
２
９
４
１
型
１
２
１
２
１

市
役
所
市
民
課
査
羽
１
２
１
１
６

壷
篭
健
憾
膳
槻
薗
麹
測
週
溌
騨
溺
患
騨
憾
霞
瞳
鯉
鱈
韻
醸
軽
蜜
盛
醤
韓
壁
塞
驚
■
蓬
■

保
険
料
納
付
と
年
金
相
談

場
高
浜
運
動
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
。
▼
対
象
小
学
４
～
６
年
生

の
子
と
親
。
▼
参
加
料
１
人
５

０
０
円
（
傷
害
保
険
料
等
）
。
▼

申
込
み
７
月
６
日
（
木
）
か
ら
叫

日
（
金
）
ま
で
に
勤
労
吉
少
年
ホ
ー

ム
へ
。
▼
問
合
せ
高
萩
市
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟
熊
谷
吉
雄
さ
ん

容
羽
１
３
４
２
２

●

お
知
ら
せ

、』

－｝

鋒
姪
輯
鶴
姻
鞘
想
離
駐
遡
劉
淋
瀞
鄭
聾
湧
屠
胃
臼
■
■
■
■
■
覇
屋
■
■
■
■
田
口
■

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
て
つ
な
住
宅

団
地
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
」

劃
圏
閥
閣
關
閣
鬮
関
噸
随
潤
醗
撫
徹
輯
■
願
間
■
■
■
■
■
郵
創
■
■
覇
■
劇
庸
田
圃

▼
日
時
７
月
羽
日
（
金
）
、
８
月

４
日
（
金
）
、
８
月
川
日
（
金
）
午
後

１
時
訓
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

▼
会
場
図
書
館
２
階
会
議
室
。

▼
内
容
理
科
・
社
会
・
統
計
グ

｜
フ
フ
に
つ
い
て
の
相
談
。
▼
対
象

者
小
・
中
学
生
。
▼
問
合
せ

学
校
教
育
課
召
泌
ｌ
ｌ
ｌ
３
５

▼
開
放
日
７
月
並
日
（
士
）
、
四

日
（
日
）
、
８
月
５
日
（
土
）
、
６
日

（
日
ゞ
８
日
（
火
）
。
※
悪
天
候
時

は
開
放
し
ま
せ
ん
。
▼
時
間
午

前
扣
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
。
▼

対
象
一
般
市
民
（
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
▼
そ
の
他

事
前
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
水

泳
帽
善
用
。
▼
問
合
せ
生
涯
学

習
課
恐
羽
ｌ
ｌ
ｌ
３
２

夏
休
み
自
由
研
究
の
相
談
会

函
鍾
窪
認
露
鰯
勲
翼
擬
働
蕊
臘
圏
騨
腰
墜
函
慾
毘
撤
韓
国
田
圃
勇
屋
国
語
溺
調
鬮
園
露

秋
山
小
学
校
ブ
ー
ル
の
自
由
開
放

日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
訓
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
▼
申
込
み
・

問
合
せ
花
員
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

吾
塑
１
４
３
１
８

I

’

高
萩
市
上
手
綱
に
開
発
し
て
い

面
）
。
▼
開
放
日
時
月
曜

10



閉
掴
覆
潜
群
握
毎
■
笛
鹿
■
■
■
■
■
難
鷺
善
瞳
踊
屡
轟
属
磯
田
顧
鬮
趨
砥
騨
澱
醐
睡

老
人
保
健
か
ら
の
お
し
ら
せ

る
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
て
つ
な
住
宅

団
地
内
に
お
い
て
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

の
ほ
の
か
な
香
り
を
楽
し
み
な
が

ら
、
「
無
綱
摘
み
取
り
体
験
」
な
ど

の
「
ラ
ベ
ン
ダ
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
▼
日
時
７
月
８
日

（
士
）
午
前
Ⅲ
時
訓
分
か
ら
午
後
１

時
ま
で
。
▼
場
所
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
て
つ
な
住
宅
団
地
現
地
案
内

所
敷
地
内
。
▼
問
合
せ
財
高
萩

市
住
宅
公
社
容
泌
１
１
２
０
１

［
負
担
割
合
の
見
直
し
］
お
年
寄
り

が
病
院
な
ど
で
支
払
う
自
己
負
担

は
「
１
割
」
ま
た
は
「
２
割
」
で
す
。

※
２
割
の
人
は
、
旧
月
か
ら
「
３

割
」
に
な
り
ま
す
。
負
担
割
合
は
、

前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
毎
年
８
月

に
見
直
さ
れ
ま
す
。
見
直
し
に
よ

り
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
人
に

は
今
月
末
に
通
知
を
し
ま
す
の
で
、

保
険
医
療
課
で
新
し
い
「
医
療
受

給
者
証
」
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

［
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
（
減
額
の
適
用
を
う
け

る
た
め
）
の
手
続
き
］
世
帯
全
員

が
住
民
税
非
課
税
の
人
は
減
額
の

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

減
額
認
定
証
を
病
院
の
窓
□
に
提

示
す
る
と
入
院
の
負
担
金
と
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
現
在
「
減

額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
人
は
７

月
訓
日
（
月
）
で
期
限
が
切
れ
ま
す

の
で
更
新
が
必
要
で
す
。
医
療
受

給
者
証
・
保
険
証
・
印
鑑
を
持
参

し
保
険
医
療
課
窓
□
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

［
そ
の
他
］
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場

合
や
交
通
事
故
で
老
人
保
健
を
使
っ

た
場
合
に
は
、
保
険
医
療
課
で
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。
▼
問
合
せ

保
険
医
療
課
容
泌
１
２
１
１
７

忍
猶
醒
幻
■
■
巳
■
■
轟
蘭
■
囚
■
■
自
圃
降
壇
陵
趣
擢
圃
滋
儘
鼬
踊
囑
勝
衛
憾
醸
朗

在
宅
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

在
宅
で
寝
た
き
り
や
認
知
症

（
痴
呆
）
の
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
方
に
、
介
護
慰
労
金
を
支
給

し
ま
す
。
支
給
要
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。
平
成
打
年
８
月
１
日
か

ら
平
成
旧
年
７
月
訓
日
ま
で
介
讓

保
険
サ
ー
ビ
ス
二
週
間
程
度
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
は
除
く
）

を
利
用
せ
ず
、
６
月
以
上
継
続
し

て
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
で
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
。
た
だ

し
、
要
介
護
者
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
と
医
療
機
関
へ
の
入
院
日
数
の

合
計
が
知
日
を
超
え
て
い
な
い
こ

と
。
①
支
給
額
３
０
，
０
０
０

円
…
要
介
護
３
の
高
齢
者
②
支

給
額
１
０
０
，
０
０
０
円
…
要
介

護
４
以
上
の
高
齢
者
（
又
は
、
こ
れ

ら
に
相
当
す
る
要
介
護
状
態
に
あ

る
と
市
長
が
認
め
た
も
の
。
）

▼
申
請
期
間
８
月
１
日
（
火
）
か

ｰ

園
塞
鴬
襲
尋
匿
固
圏
層
霊
溌
篭
礎
護
譲
藷
隠
關
鬮
闇
蕊
溜
蕊
電
離
騨
壌
鱈
覇
鬮
調
冨
塾

消
防
設
備
士
試
験
「
予
備
講
習
会
」

及
び
「
実
技
講
習
会
」

ら
８
月
訓
日
（
木
）
ま
で
。
▼
そ
の

他
印
鑑
を
お
持
ち
下
さ
い
。
▼

申
請
窓
□
・
問
合
せ
高
齢
福
祉

課
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
容

迦

０

０

８

０

消
防
設
備
土
試
験
が
８
月
刀
日

（
日
）
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
受
験
者

の
準
備
の
た
め
「
予
備
講
習
会
」

及
び
「
実
技
講
習
会
」
を
実
施
し

ま
す
。

［
予
備
講
習
会
］

▼
講
習
区
分
及
び
期
日
受
付
午

前
９
時
か
ら
。
講
習
は
午
前
９
時

唾
蝉
鵠
乾
呂

国民年金保険料の免除制震が
gGD

、 利用しやすくなります

国民年金の保険料は13, 860円(平成18年度)ですが、

経済的な理由等で保険料の納付が困難な場合は、 申

請手続きをすることにより保険料の納付が免除又は

－部免除されます。平成18年7月から以下(1) 。 (2)の

制度が新たに加わりました。

(1 ) 「4分の1納付制度」…保険料の4分の1を納付

（残り4分の3が免除）月額3,470円。

(2) 「4分の3納付制度」 －．保険料の4分の3を納付

（残り4分の1が免除）月額10400円。

○これらの制度を利用するには、本人、配偶者、

世帯主の前年所得が、それぞれ一定の基準額以下

であることが条件です。

○一部納付制度は、納付すべき－部保険料が未納

となった場合は一部免除が無効となり、老齢・障

害・遺族の基礎年金の受給資格期間には含まれな

くなります｡このため、必ず2年以内に－部保険

料を納付していただく必要があります。

訓
分
か
ら
午
後
４
時
訓
分
ま
で
。

①
甲
・
乙
第
１
類
７
月
旧
巳

（
木
）
・
叫
日
（
金
）

②
甲
・
乙
第
４
類
７
月
即
日

（
木
）
・
四
日
（
金
）

③
乙
第
６
類
７
月
”
日
（
木
）
・

犯
日
（
金
）

※
各
類
と
も
１
日
目
法
令
関
係
．

２
日
目
技
術
関
係
。
▼
場
所
建

設
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
第
２
研
修

室
（
水
戸
市
）
。
▼
定
員
各
類

と
も
１
０
０
名
。
▼
受
講
料
一

般
２
日
間
１
５
，
７
５
０
円
１

日
の
み
１
０
，
５
０
０
円
※
会
員

に
つ
い
て
は
別
渦
金
。
テ
キ
ス
ト

代
は
含
ま
ず
。

▼
申
込
み
７
月
四
日
（
日
）
ま
で

ー.

免除された期間は、老齢基礎年金を受けとる時､国

庫負担が加わり、下記のように年金額へ反映します。

に
茨
城
県
消
防
設
備
協
会
（
水
戸

市
）
あ
て
郵
送
又
は
持
参
。

［
実
技
講
習
会
］

▼
日
時
①
甲
・
乙
第
１
類
８

月
２
日
（
水
）
②
甲
・
乙
第
４
類

８
月
３
日
（
木
）
▼
場
所
建
設

技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
第
２
研
修
室

（
水
戸
市
）
▼
定
員
各
類
と
も

帥
名
▼
受
講
料
７
，
３
５
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
は
含
ま
ず
。
）
▼
申

込
み
７
月
羽
日
（
金
）
ま
で
に
茨

城
県
消
防
設
備
協
会
（
水
戸
市
）
あ

て
郵
送
又
は
持
参
。
▼
問
合
せ

高
萩
市
・
日
立
市
事
務
組
合
消
防

本
部
容
距
ｌ
Ｏ
１
１
９

似間合せ市民課冠23－2 1 1 6

日立社会保険事務所念0294－24－2 1 2 1
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全額免除

4分の3免除

半額免除

4分の1免除

fL

芋

米百;# ‘ 1年間の納付月数

o力月納付

3カ月納付

6カ月納付

9カ月納付

年金額への反映

4カ月分

6カ月分

8カ月分

10カ月分



新築住宅についだばら儲’園から、既存住宅につ

いrは平成20年6月1劇まで艇、綾宅鯛火災譽報器

篝を往宅に設置することが義蕊づ減られました。

高萩市・日立市事務組合消防本部

予防課H22-2918

住宅火災による死亡者は年々増加傾向にありますが、

死者の過半数は65歳以上の高齢者です。約7割が逃げ遅

れによるもので、主に就寝中に発生した火災によるもの

です。火災では早期発見が重要で、命の助かる可能性も

高くなります。 このたび、消防法および高萩市・日立市

事務組合火災予防条例が改正されて、一般住宅などを対

象に住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。

住宅火災による死者数（放火自殺者を除く）

－住宅火災死者

1400

1200

1000

800

600

400

一うち高齢者
1,223

693

1 ，住宅用火災譽報器はどんなもの？ 火災によって発

生する煙または熱を感知し、警報音や音声によってい

ち早く火災の発生を知らせる機器です。

2、 どこに設置するの？ 寝室(普段寝るところ) 、階段

（寝室が2階以上にある場合)、条件により廊下(多く

の部屋に面している等)などの天井か壁に設置が必要

です。台所等には設置義務がありませんが、火災発生

のおそれが大きい住宅部分には、住宅用防災譽報器の

設置に努めることとされています。

－ 5

､戸

H14 H15 H16 H17

住宅火災100件あたりの死者数
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
場
合
、

住
宅
火
災
の
死
者
数
は
設
置
し
て
い
な
い

場
合
の
お
よ
そ
三
分
の
一
に
な
る
と
い
う

デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。

(平成15年消防審議会答申）

6. 1人
(人)7．0

6．0

5.0

4．0

3．0

2．0

1 ．0

00

◇取扱店ホームセンターや家電販売店、消防用設備

などの点検・設置を行う業者

◇販売価格メーカーや種類、機能によって異なります

が、 1個当たり定価4千円から1万5千円程度

◇取り付け方法は住宅用火災警報器は、ネジ2本程度

で簡単に取り付けることができます。住宅用自動火災

報知設備は専門業者の工事が必要です。

譽報機設置
無し

警報機設置
有り

／ 一一一一一一-一一一一一一一一一一一一、

口■
悪質な訪問販売にご注意ください！ー

ご注意ください。

ことはありません。

ください。

)）をおすすめします。 NSマーク
ノ

|天井に設置する場合|…壁またははりから60cm以上離して設置

|壁に設置する場合|……天井から15cm以上50cm以内の位置の壁

②寝室が2階以上の階にある
回…煙感知器

場合は当該階の階段部分

③寝室のある階から2つ下の階の階段

P■L
急｡ ‐回
:。 ＝寝室

､零

3F
①寝室（就寝用の居室､子ども部

屋で寝室に使用している場合） 」 可 夛辱

鐸 奔鐸

2F2 目

團
纒 I 目

1F

12

團
鶴

三
一片
|皇j－l
ェ[‐
l
司

居室

居室

圓
瞬
回
窪



第20回スポーツ振興大会で

スポーツ奨励者

競技優秀者を表彰
競技優秀団体

市体育協会が主催し中央公民館で行われたこの大

会では、市のスポーツ振興に尽力されたみなさんを

はじめ、平成17年度の各種スポーツ大会で優れた成

績を収めたみなさんをたたえて表彰がありました。

＊ （所属：住所） ［種'三| ：順位]、個人名は敬称|||各

■競技優秀団体

口秋山中学校男子駅伝部

［茨城県中学校男子駅伝競走大会：第3位］

口秋山中学校女子駅伝部

［茨城県中学校女子駅伝競走大会：第2位］

口秋山中学校女子バスケットボール部

［茨城県中学校新人体育大会バスケットボール競技

：第3位］

口高萩市駅伝チーム

［茨城県民駅伝競走大会市町村対抗の部：第1位］

■スポーツ奨励者

長谷川仁(ソフトボール:高萩) 、板垣正義(陸上:島名）

■競技優秀者

金澤辰哉(松丘高校)全国高等学校ボクシング選抜大

会[ライトウエルター級:優勝] ，吉原翼(松丘高校)全

国高等学校ボクシング選抜大会[ライト級:優勝] 、本
り み

城莉美(茨城キリスト高校)関東選手権陸上競技大会

（女子1500m:優勝)、岡本紘幸(高萩高校)県民総合体

育大会スキー競技会(ジャイアントスラローム競技

少年男子:第2位）

ー

たばこ販売業者のみなさまへ市の身体障害者‘･知的障害者相談員

|たばこ税手持ち品課税

「たばこ税｣の引き上げに伴い、平成18年7月1日

現在で、たばこ販売業者の人が店舗、営業所、倉庫、

居宅等で合計3万本以上のたばこを販売のために所

持している場合には、その所持するたばこについて、

税率の引き上げ分に相当するたばこ税が課税されま

す。

つきましては、課税対象となる販売業者の人は、

7月31日(月)までに申告書を税務署へ提出してくだ

：
担当 電話番号

身体障害 22－4027

身体障害 23－1602

艤崖竈二寵噸
:“露､w:､'織嚇誠職綴簿溌議鴬鐸識議溌簿毅渉嬢”"諜鋳蝋:溌溌雛

身体障害

身体障害

視覚障害

22－4027

23－1602

22－2866L長谷川賢次
｜ 西詰れい子

蛭田洋伸

矢代セツ子

長谷川賢次

ー

さい。郵便等による送付での提出も可能です。

●間合先

日立税務署法人課税第一部門窓0294 21 -6346

茨城県高萩県税事務所課税第一課窓22-2221

高萩市役所税務課窓23-2115

AED各所に配備､講習会実施

(自動体外式除細動器）

健康な人でも、突然、心臓停止状態に

なることがあります。その場合、一刻も
じよさい

早く除細動器と呼ばれる機器で心臓に電

気ショックを与え、正常な心拍を回復す

る必要があります。AED(自動体外式

除細動器)は、傷病者の心電図を自動解

析し、必要に応じて音声などで指示し除

細動を行う機器です。

市では、 5月30日（火）に市内の小中

学校すべてにAEDを配備し、市役所本

庁舎及び総合福祉センターにも配備しま

した。また、 4月から6月にかけて小中皇

を対象に、AEDの使用法のほか、人口叫

した。また、 4月から6月にかけて小中学

｢水切り」は大きな減量効果・経費削減

これからの暑いシーズンは、特に水分量の多い

生ごみが増えます。委託している生ごみの処理費

用は重量で算出されることから、

ていねいに水切りすることで、 ご

みによっては数分の一に減量され、

大きな経費削減になります。

ご家庭で、少しでも「水切り」

にご協力くださるようお願いいた

します。

環境衛生課窓23－7031

校全教職員160人

を対象に、AEDの使用法のほか、人口呼吸や心臓マッサー

ジなどの救命措置をあわせた講習会を実施しました。
0
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誇砦情 Ⅱ南可
児且回

腱塊 『

十王ダム見学会寧､f
i騨 押' ﾏﾓ 3

「平成18年度森と湖に親しむ旬間」

の関連行事として、広くダムについて

ご理解いただくため、十王ダムの見学

会を開催します。当日は、関係者以外

立ち入ることのできない監査廊などダ

ム内部の公開を行います。

○日時 7月30日（日）午前10時～午後

3時まで

○会場十王ダム（日立市）

●問合せ久慈水系ダム建設事務所

a23-7270

夏休み親子工作教室 ＝ ‘: ｢そばの学校｣ゞ生徒募集
‘ 蕊 一灘:､ ．

「そば屋開業」や「そば栽培」を志

す人を募集します。

○参加費 3万円（宿泊代・諸経費含）

○募集人数20人

○場所常陸太田市西河内地内

○内容全9回常陸そばの種まきか

らそば打ち・そばつゆ作りまで。

○申込方法 7月21日 （金）までに、

住所・氏名・電話番号を次へ。

●問合せ （財)グリーンふるさと振興機

構冠0294-72 2266 FaxO294 72-7366

Emailadmingreen@greenfuljp

飲食物取扱業等従事者保菌検査

音に反応するiばこか－'を作ろう

○日時8月5日(土)午前9時～午後

2時まで

○場所高萩工業高等学校

○対象小学4～6年生の子とその親

○募集人数20組(40名）先着順

○参加費 1 , 000円/組

○携行品昼食・上履き・筆記用具

●申込・問合せ茨城県立高萩工業高

等学校丑22-2769

"弥ダルと星との出合い哩
○日時 7月15日(土)午後7時30分～

9時雨天時は翌16日（日）で星の観

察は中止

○内容ヘイケボタルの観察と木星、

夏の星座観察

○申込み当日午後7時までに中央公

民館駐車場に集合。※小学生以下の

お子さんは保護者同伴のこと

●問合せ夢蒼塾深津さん公23－

6437生涯学習課君23 1 132

親子すこやか交流事業の参加者募集

○日時 7月23日（日）午前6時20分集

合（市役所玄関前）

○行き先東京ディズニーシー

○交通機関市のバス「はまなす号」

○募集人数45名（先着順）

○参加寶子供1 ,000円、大人1 : 500円

／1人（入場料含む）

○対象者母子家庭や父子家庭両親

のいない18歳までの人と保護者

○申込先市役所売店（窓23-211 1 ．

内線218）まで、参加費を沿えて7

月14日(金)までに申し込み

●問合せ高萩市母子寡婦福祉会

佐川さん窓23-3336 （夜間のみ）

感染症と食中毒の発生防止のため、

飲食物取扱業者全員について検便検査

を行います。

○日時 7月13日(木)午前9時30分～

1 1時30分、午後1時30分～3時30分

まで

○場所高萩市総合福祉センター

※他の場所、 日程でも行っています。

詳しくは下記までお問合せください。

○検査手数料 5項目1 , 000円、 4項

目700円

●問合せ日立保健所保健指導課

EO294-22-4196

ー

養護学校体験入学説明会

○日時 8月25日(金)午前9時15分～

○会場茨城県立北茨城養護学校

○対象児来年4月に就学予定の心身

に障害のある幼児とその保護者

○内容施設見学／体験入学説明会

●申込・問合せ北茨城養護学校

窓43-2622

, 』！

’ひたち環境都市フェスタ2006

○日時 7月22日（土） ・ 23日（日）の

午前10時～

○場所日立市ビックセンター、 日立

新都市広場、マーブルホール

○内容子供を対象とした工作コーナー

／講演会／サイエンスショーほか

●問合せ日立市環境保全課窓0294-

22－31 1 1 内線297

愛亭善意鯵霧、鐘
ありがとうございました

※社会福祉協議会へ

・安良川268共有地地権者会20, 000円

霧鯵
市｜ ゆめ・夢ライブ2006 ’立日

個性あふれるミュージシャンたちが勢ぞろい。

様々なジャンルの演奏を繰り広げます。

○とき 7月29日(土） 午後2時～9時 ＊小雨決行

○ところ吉田正音楽記念館前特設ステージ（かみね公園頂上駐車場）

※当日 「日立駅～日立市役所前～かみね公園入り口～かみね公園頂上駐車

場」の乗合バスを運行します。

○内容元祖！おいしい元気村／「こたえてイントロ吉田メロディー」など。

●問合せ吉田正音楽記念館冠0294－2 1－1 1 25ー

|北茨城市｜ 大津町盆船流し ’

新盆を迎えた家で、盆船と言われる全長約3mの船を作り 「じゃんがら念

仏踊り」によって霊魂を慰め、海に送る伝統行事です。昭和54年に茨城県民

俗無形文化財として指定されました。

○とき平成18年8月16日（水） 午前6時～

○ところ北茨城市大津漁港

●問合せ北茨城市役所水産振興室内大津町盆船流し保存会事務局（川崎

鈴木） 丑43－1 1 1 1 （内線382）
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驫料の相談
スポーツのお知らせ‘(市内に住所を有する人が対象です）

行政相談

日時： 7月13日（木） ・ 27日(木)､午
：騨繍

後1時～3時/市民相談室; ¥
1

●行政相談委員藤本征一さん

窓23－7646皇:鴬亨息’ § －1芽“

生涯学習課､芯23-W↑1321

（個人名は敬称略）

■高萩市バレーボール連盟春季大会■平成18年度スポーツ少年団春季親善
（女子） 野球大会

口期日 5月21日（日） 口期日 6月18（日） 。25日（日）

口会場 市民体育館 口会場 市営野球場

口参加数 7チーム ロ参加数 5チーム

ロ結果優勝RUSH 口結果

準優勝安良川第3位B-ﾙﾝｽﾞ | | 優勝島名中央野球スポーツ少年団
準優勝高浜野球スポーツ少年団

■第59回珂北高等学校野球大会 第3位松岡野球スポーツ少年団

口期日 6月1 日(木)～6日（火）

口会場 市営野球場・松丘高校 ■第3回高萩市市長杯・市議会議長杯

口参加校 23校 ケートボール大会
口結果 口期日 5月23日（火） ・ 24日（水）
優勝茨城ｷﾘｽﾄ教学園高等学校 口会場 東グランド

準優勝勝田工業高等学校 口参加数 7チーム

第3位多賀高等学校太田第一高等学校口結果
優勝浜千鳥準優勝秋山益壮会

■茨城県お父さんソフトボール大会市第3位高萩長寿会第4位松友会
予選会

口期日 6月4日（日） ■高萩市バレーボール連盟春季大会

口会場 高浜運動広場 （女子の部）
口参加数 5チーム ロ期日 6月1 1日（日）
口代表権獲得高浜モットローズ ロ会場 市民体育館

7月30日（日） ・ 8月5日(土)ひたち口参加数 6チーム

なか市において開催の県大会に出場 口結果 優勝F－スピリッツ
準優勝N I NE. STARS

■第27回高萩市剣道錬成大会 第3位B－フレンス

ロ期日 6月4日（日）

口会場 市民体育館 ■茨城県ソフトボール協会加盟団体対

口参加数 210名 抗親善大会市予選会
口結果 市内関係者のみ 口期日 6月4日 （日）

<団体の部＞ 口会場 高浜運動広場

小学校低学年第3位若葉剣士会 口参加数 6チーム

小学校高学年第3位若葉剣士会 口代表権獲得読売倶楽部

<個人の部＞ 9月10日・ 17日取手市において開催
小学校高学年 の県大会に出場

優勝車拓弥(若葉）

中学女子準優勝森木陽子(秋山中） ■第11回高萩バドミントン大会

一般男子第3位安島真也(高萩） 口期日 5月14日（日）

金澤佑亮(武徳） 口会場 市民体育館

一般女子優勝甲高佳織(松岡） 口参加数 男子16組女子10組

準優勝清水敦子(松岡） 152名参加

第3位菅原詩歩(高萩） 口結果 下表

交通事故相談

日時：月～金曜日の午前9時～午後

4時30分／場所：水戸合同庁舎1階

･総務課恋23-2119謹蕪職蕊
心配ごと相談（予約制）

日時：毎週木曜日の午後1時～3時

／場所：総合福祉センター

＊7月27日(木)が弁護士による法律

相談日 （電話予約制です）

当日の午前8時30分から受付開始

●社会福祉協議会窓23-8341

Lー

こころの相談（予約制）

ー

侭識驚蕊羅l"f慰譲み取り鰯議診印？!i"

螺8日(土) ・ 9日旧) ・ 16日旧）
17日(月) ・ 23日旧) ・ 30日旧）

溌慧6日旧) ・ 14日(月) ・ 15日(火）
16日(水) ・ 20日旧) ・ 21日(月）

27日旧）

●花員クリーンセンター恋22-4318

－－｜優勝｜ 準優勝謬瞥
リ “※

■要‐
日時

簿
雑
蝶 第3位ぽしゅう 蕊=檸『

第27回高萩市市民ﾃﾆｽ大会蕊
ダブルス シングルス

小川原英樹

渡辺 博之

升 佑次郎

小松崎佑也

小林徹太郎

亀ヶ森 有
男子1部

撰

浩一

雅樹

渡辺

ｷｰ←不T姫R’'
＃一1J

順次

浩明

山口

鈴木

関根

須田

行
」
｜

置
凹
弘

10月8日（日）

予備日 10月15B(日）

9月17日（日）

予備日 9月24日（日）
男子2部

小茂田元貴

野口 守

｜
引
押

秀
貴

孝
子
弘
理百一〈

金
金
大
大

江口

泄川
高浜運動広場テニスコート

1ペア1 ， 200円 ’ 1人600円爵
男子3部

高倉 加奈

園部友梨江

子
江

件
卜
蓑
「

羊
《沼

橋
菱
石

菊池 泰子

磯野ゆかり
7月30日(日)～8月27日（日）

冑少年ホーム窓口まで

7月30日(日)～9月23日(土）

冑少年ホーム窓口まで

女子1部f

申込み

惠子

千波

鈴木

船原

千惠子

惠

菊池ちか子

田辺美由紀

黒田

川上
女子2部問合せ，高萩市テニス協会｡鷲小野光一さん冠2:4－2021
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日曜緊急医療当番医です 鼠

驚
〔時間〕午前9時～午後4時

琴
篝
篝
簔
簔
耀
鑪
撫
蕊
灘
鑿
鬘
簔
篝
雲
霞
澪
蕊
灘
鐇
蝉
鑿
蕊
篝
篝

町
夛

Ｉ
－

ず
ｌ
４

内田医院(大和町） ７
１
０
０
１

３
１
０
０
１

１
７
１
０
５

岬
一
例
跡
卿
小

2日

9日

16日

23日

30日

石医院(東本町）

滝川医院(春日町）

松岡クリニック(下手綱）

たばたクリニック(高戸）

鵬蕊騨雛瀞蕊磯靴鑑識臘蝋
6日 高萩クリニック(秋山）

13日高萩協同病院(上手綱）

20日高萩それいゆ病院（上手綱）

27日やすらぎの丘温泉病院(下手綱）

f 省難
毒
鐸
篝
鍾
毒
簔
澪
塞
鐸
舞
錨
辮
辮
錘
鑿
塞
篝
塞

(22)2106

(23) 1122

(24)0770

(24) 1212

ホ
タ
ル
は
清
流
に
住
む
昆
虫
と
し

て
、
き
れ
い
な
川
で
あ
る
こ
と
を
し

め
す
「
水
の
指
標
生
物
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
湧
き
水
の
よ
う
な
ま
っ

た
く
の
清
流
に
は
住
ん
で
い
ま
せ
ん
。

適
度
に
人
間
の
手
が
加
わ
っ
た
田
ん

ぼ
が
あ
る
よ
う
な
人
々
が
生
活
す
る

集
落
の
周
辺
に
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま

す
。
と
い
う
の
は
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫

の
エ
サ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
は
あ
る
程

度
有
機
物
を
含
ん
だ
少
し
よ
ご
れ
た

水
に
生
息
す
る
か
ら
で
す
。
ホ
タ
ル

が
住
む
川
と
は
人
と
自
然
が
う
ま
く

共
存
し
て
い
る
所
と
い
え
る
で
し
よ

｝
つ
。

轆
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●県内救急医療情報電話案内
電話O29－241－4199
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那晶up鼎岬勘 雌 鼬 Ⅵ州州

今月の納税

7月固定資産税(第2期)､国民健康保険税(第2期)､介護保険料(第1期)納期限し7月3旧(月l 口座振替は7月25日|火）

囿月回表圏月

識愈嘩蕊跡 ~地理単者
長久侭術ﾎｰ

〔第7回〕

鎖国下の江戸時代|こおける文化人として、赤水の興味

は中国へ向いていました。漢文を学び、漢詩を詠砥だけ

ではなく、中国の地図を手がけたのは赤水にとって自然
ー

な流れだったのでしょう。日本図と異なり、中国図の編

集は完全に机上でおこなわれました。既刊の図を墓とし

た編集作業の中でも、赤水は'|胄報を過信せず、矛盾のあ

るところは複数の資料を参考に作図を進めました。寛政

元年(1789)発行の中国歴史地図「唐土歴代りllll郡沿革地図」

は、歴史による国土

の変遷が追える画期

的な地図で、吉田松

陰が松下村塾で教科

＝として使用してい

たことでも知られて

います。

6月1日(木)高萩小学校内「みんなの広場」

の池で、秋山幼稚園児によるザリガニ釣りが

行われました。 この行事は自然に親しんでも

らうことを目的に、毎年続けられています。

割り箸で作った手作りの釣竿にスルメをつけ、

ザリガニを釣り上げると園児たちは歓声をあ

げて喜んでいました。
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